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擬人化エージェントが一般ユーザに普及し始め，擬人化エージェントと一般ユーザとがインタラクションを行う機

会が増えてきている．エージェントと人とのインタラクションにおいても，人同士と同様に，バーバルコミュニケー

ション能力とノンバーバルコミュニケーション能力が必要とされる[1]．対話エージェントは，完璧に流暢な発話を

行うものが多いが，人間同士の対話では発話が途切れたりして沈黙が発生すると，場をつなぐために発せられる言い

よどみや身体動作が行われる[2]．「えっと」や「あのー」と言って言いよどむフィラーには，音声として発せられる

「音声フィラー」，動作的なよどみである「行動フィラー」の２種がある[3]．我々は，この２つのフィラーを対話エ

ージェントに実装することで，より人間らしいエージェントとのインタラクションが可能になるのではないかと考え

る． 

フィラーの効果に関する研究では，人同士の対話のビデオにおいて，無音区間にフィラーがあると，対話の気まず

さがやわらいだと感じることが示唆された[3]．また沈黙の印象に関する研究では，人同士の対話のビデオにおいて，

沈黙ありの対話は沈黙なしに比べ，より拒絶的な印象を抱かせた[4]．上記 2つの研究は，人同士かつ第 3者目線か

らの評価であり，対話を行った当事者の印象を評価したものではない．本研究では，無音区間にフィラーを実装して

いないエージェントよりも，無音区間にフィラーを実装したエージェントの方が，よりエージェントに対する気まず

さ及び拒絶的印象が軽減されるという仮説をたて，人とエージェントとのインタラクション評価を行う． 

エージェントの作成に Poser7 を用い，発話音声は AITalk 声の職人，AITalk SDKを用いて作成，音声合成した．

実験はフィラーなし，音声フィラーあり，音声・行動フィラーありのいずれかのエージェントと対話する被験者間計

画で行った．エージェントと実験参加者の対話方法は Wizard of Oz 法で行い，対話内容はエージェントからの自己

紹介や質問形式の日常対話である．実験参加者は大学生３０名（男性２１名，女性９名）で，対話時間は３分程度で

ある．実験終了後にエージェントの印象評価アンケートを行う． 

評価アンケートから，フィラーの有無（フィラーなし，音声フィラーあり，音声・行動フィラーあり）による一元

配置分散分析を行った．分析結果から，拒絶的印象の要素にあたる「受容性」，「拒絶性」の印象における３条件間の

有意差は見られなかった．また，気まずさの要素にあたる「意識の統合性」，「緊張感」，「積極性」においては，「緊

張感」で，「音声フィラーあり」のエージェントよりも，「フィラーなし，音声・行動フィラーあり」のエージェント

の方が有意に高い結果となった．無音区間にフィラーをいれることによる，拒絶的印象の軽減効果と気まずさの軽減

効果が見られなかった要因として，エージェントから質問する対話形式のため，実験参加者は無音区間を沈黙ではな

くエージェントの思考時間と見なしたのではないかと考えられる．また「緊張感」において，フィラーなし条件，音

声・行動フィラー条件が，音声フィラー条件よりも緊張感を感じにくいという有意差が出た．この理由として，エー

ジェントとの会話の自然さを問う質問で，フィラーなし条件が音声フィラーあり条件よりも有意に高かったことか

ら，音声フィラーの不自然さがエージェントにぎこちなさを感じさせ，緊張感があるように感じたのではないかと考

えられる．さらに，音声フィラーを行動フィラーと同時に発生させたことにより，音声フィラーの不自然さを軽減で

きたのではないかと考えられる．フィラーをエージェントに実装することで，人間らしいインタラクションを実現す

るには，音声フィラーに実際の人間の声を用いて，より自然なフィラーを表現することが必要だと考えられる． 
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デザイン能力 

(1) 情報技術分野でテーマ、課題を設定し、目標、制約条件を整理す

ることができる。 

(2) 情報技術を駆使して、目標、制約条件を充足させる方法を提案、具
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課題に対する 

理解と表現 
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